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高校教師の 教室で の 英語使用に関する意識調査

一 新学習指導要領 の 公 示 を受けて
一

田辺 　尚子 （安 田 女子 大 学）

Abstract　Aquestionnaire　survey 　was 　conductod 　to　find　what 　high　school 　English

teachers　think　about 　their　own 　use 　ofEnglish 　in　dasses．　 According 　to　the　results
，

only 　9．3％ of 　118participants　use 　English　fbr　more 　than　half　of 　their　utterances 　in

classes 　while 　about 　80％ ofthem 行nd 　some 　advantages 　of 　using 　English　in　classes

based　on 　their　idealistic　belief　 Then
，
　they　were 　divided　into　three　groups　through

cluster　analysis 　and 　some 　unique 　characteristics 　were 　f（）  d　in　each 　group．

1 ．は じめに

　2008年 12 月 22 凵に 『高等学校 学習指導要領案』 （文 部科学省）が発表 され ，その 中で 初

め て 「授業は 英語で 行 うこ とを基 本とす る 」 駐 1） と明記 され た 。 しか し， 「基本 とす る 」 と

い う表現 の 詳細 （注 2 〕 は 明 らか に されず ， そ の 内容の 唐突 さと曖昧さに対 する学校現場 の 不

安を報告す る報道 （注 3 ） も見 られ た 。そ して
，

翌 年 2009 年 3 月に 『高等学校学習指導要 領』

（文部科 学省） が公示 され ，そ の 内容 は 2013 年度 入学 生か ら実施 され るこ ととな っ た．

　今 回の 学習 指導要 領 の 改訂 で 「授 業 は英語 で 行 うこ とを基本 とす る」 と明記 され る こ とと

な っ た背景に は ， 今まで 授業 が英語 で 行われて い な か っ た とい う実態 があ る と考 え られ る 。

『平成 19 年度英語教育改善実施 状況調査 結果』（文部科学省，2008）に よる と，英語の 授業

にお ける英語 の 使用状 況 に つ い て ，「半 分以 L」 あ る い は 「大半 は英語 を用 い て い る」 と回答

した 学校 を合計 した割合 は次 の とお りで あ る。

　　中学校 （回答校 10
，029校 ）：　 第 1 学年 （342％）；第 2 学年 （33．5％）；第 3 学年 （32、9％）

　　高等学校 （回答校 3，710 校 の うち，国際 関係 ・語 学 の 学科 ・コ
ー

ス 以外 の 学科 ・コ ー
ス ）：

　　　　 オ
ー

ラ ル ・コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 1 （54．6％）；英語 1 （IL5 ％ ）；英語 H （83 ％）；

　　 　 　 リ
ー

デ ィ ン グ （5．9％）； ライ テ ィ ン グ （4．9％）

　 つ ま り，中学校 で は約 3分 の 1の 学校 が 半分以 上 は 英語 を用 い て授 業 して い る の に 対 して ，

高等学 校で は リス ニ ン グ とス ピーキ ン グに特化 した科 日で ある 「オーラル ・コ ミ ュ ニ ケーシ

ョ ン 1 」にお い て ，546 ％の 学校が 半分以 上 は 英語 を用 い て 授 業 して い る と回 答 して い るが ，

そ れ 以 外 の 科 目で は 半分以上 英語 を 用 い て 授 業 し て い る学校 は 1 割 か そ れ以 下 に過 ぎな い
。

27

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

し た が っ て
， 高等学校の 英語 の 授 業 で の 使用 E 語 は 目本語 が半分以 とを 占めて お り ， 英語使

用 は極 め て 少 ない とい う実態 が ある と言 え る 。 ただ し，こ の 調査結果は学校単位 と して の 回

答 の 集 計値 で あるの で 教 師個人 を対象 とした調査 に よる検証が必 要で ある。

　こ こ で ， 日本 以外 の EFL （English　as 　a　Forcigll　Languago ） の 国で は教室 で の 教師 の 英語

使用 の 実 態は ど うな っ て い る の で あろ うか。 こ の 種の 調査 結果 は ほ とん ど報告 され て い ない

が ，林 （2006）の 報告で は英語 の 授業で ほ とん ど英語 を使 用 して い る割 合 は，ス ウ ェ
ーデ ン

（59．8％）， ノ ル ウ ェ
ー

（565 ％〉，オ ラ ン ダ （9．1％） で あ り ， H 本 よ りは高 い 数値で あ る 。

また ， 中国で は fi本の 指導要領 に 当た る教学大綱で 「中学か ら大学 レ ベ ル の 授業で は で きる

だ け英語 を使 うこ と」 と規定 され て お り （本名ほ か ，2002，p．131），少 な くと も目本以 ヒに

教師の 英語 使用が 奨励，実践 され て い る と考え られ る。岡 （2011） も， 「教育言語 と して 目標

言 語 で あ る英語 を使 うの が 世 界の 標 準」 で あ り，い まだ に文法訳 読法 が主流 を 占め，ほ とん

ど英語 が使 われ ない 日本の 教室 は 外 国入 に とっ て は 「時代錯誤」 と映 る と述 べ て い る e

　それ で は， 口本 で授 業を英語 で行 うこ とを困難 に して い る要因に は どの よ うな もの が ある

の だ ろ うか 。 金谷 （2004） は ，英語に よ る授業を ・f能に す る条件 と し て ，  教師 の 英語 運用

能力 が 生徒の 理 解 力に応 じた 調整 が で き るほ ど高い こ と と，  教材 が生 徒 の 実力 に 合 っ て い

るこ との 2 つ を挙 げ， 更に大学入試 の 問題 も考慮 しな けれ ばな らない として い る。 しか し，

英語運 用能力 の 高 い 教師が 必ず し も授業 を英 語で 行 っ て い る とは限 らない で あ ろ うし，大学

入試 の た めに 文法訳読法 の 授 業に な らざる を得な い の で あれ ば ， 大 学入 試 に焦点 を当て て い

な い 高等学校で は 文法訳読法 よ りも英語 で の 授 業が も っ と行 われ て もい い はずで あるが実態

は そ うで は な い
。 した が っ て ，教師 の 英語運 用能力や教材，大学入試の よ うな物理 的，社会

的な要因 だけで な く，教師の 意識，つ ま り心理 的 な要 因 が英語 で 授 業をす る こ とを困難 に し

て い るこ とも大い に考え られ る。

　こ の よ うな教師 の 内面 を探究す る研究 は 1970 年代 か ら始 ま り ， その 研 究 と実践 の 歴史 は 浅

い
。 英語 教師に 関 して も実証 的に は あ ま り研 究 され て こ なか っ た （金谷 ほ か ， 1995）。 Borg

（2006）は ，言語教師認知 （language　teacher　cognition ）を 「言語教師が ど の よ うに知識を

形成 し，考え，指導する の か」 と い う認 知過程を表す総称的な こ とば で あ ると定義 し て い る

が ，1ggo 年代か ら の 言語 教師認 知 の 研 究で は 「ビ リ
ー

フ （bclicf：信念）」 （注 4 ）が 取 り上 げ ら

れ る よ うに な っ た 。 笹 島 ほ か （2009 ） が 指 摘す る よ うに ， 英 語 教師 の ビ リー フ は 「べ き論 」

で 語 られ る こ とが多 く ， 理想 が 前面 に 押 し出 され る傾 向が あ り，
「英語 で 授業す る」 とい う理

想だ けが つ の ビ リ　
一一

フ と し て 英語教師に つ きま と っ て い るが ，そ の
一
方 で ，「文法 指導 こ そ

が トr 本 人学習者 に は欠 かせ な い 」 な ど の 強 い ビ リ
ー

フ もあ り，それ ら の ビ リーフ が 教師 の 実

際の 行動 とどの よ うに 関連 す る の か
， な どの 実態 は まだ把握 され て い な い

。

　 本調査 は そ の よ うな 中で ，学習指 導要領 の 公 示 を受 け て の 高校 教師 の 教 室で の 英 語使用 に

関する意識 を解明 し よ うとす る も の で あ り，今後 2013 年度入 学生 か ら の 学習指導要 領 の 実施

に あ わせ て ，英語 で 授 業 を行 うた め の 教 員研修や免 許 更新講習等 が実施 され る で あ ろ うが ，
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教師 の 意識 の 実態 を踏まえる こ とで そ の よ うな研 修 をよ り効果 的 にす る た め の 方 向性や 具体

性 を探 るこ とが で き るこ とを考え る と本 調査 の 意義は大 きい 。

2 ． 目的

　木研究は ，高校教師の 教室 で の 英語使 用 に 関す る意識に つ い て調 査する こ とを 目的 とす る。

関連 した先行 研 究が ほ とん どない た め，全般 的な意識傾 向 を明 らか にす るた めに次の 5 つ の

リサ
ー

チ ・ク エ ス チ ョ ン を設 定 した。

  教師 の 授 業 中の 英語 の 発 話量 の 割合 は どの くらい だ と ， 教 師 は思 っ て い る か 。

  英語 で授 業す る ときの 困難点 につ い て ， 教 師は ど う思 っ て い るか 。

  英語で授 業す る こ とに 対する賛 成また は反対の 理 由 に つ い て ，教師は ど う思 っ て い るか 。

  英語 で授 業す る こ とを推進す るた め の 効果的な措置に っ い て ，教師は ど う思 っ て い る か。

  上 記   〜  の 調査結果 を も とに英語 で授業す る こ とに好 意的で あ る教師 とそ うで な い 教

　　師 とに分 けた とき，そ の 二 者の 問で   〜  の 教師認知 に どの よ うな特微が あるか c また，

　　英語 で 授 業す る こ とに好意 的で ある 教師 と 1 年 以上 の 英語 圏滞在経験 ， 及 び英語 の 発 話

　　量 との 間に何 らか の 関連 があ る か ど うか 。

3 ，方 法

3．1 参 加者

　主に 広島県 内の 高校 にア ン ケ
ー

ト用紙を持参ま た は郵 送 し， 123 名 の 教師か ら回答 を得 た

中か ら欠損値 の あるデータ を除い た 結果 ， 118 名の デー タが 分析 され た 。 参加者の 属性 は 次

の とお りで ある。

（1）性別

（2）年代

（3）県別

（4）勤務校

（5）英語 圏滞 在経 験

男 ： 55名 （46．6％）

20イ弋 ： 16名　　（13、6％）

40 ｛弋 ： 51 名　　（43．2％ ）

60 代 ： 3 名 （2．5％）

広 島県 1111 名 （94％）

普通 零斗　： 107名　　（90．7％）

あ る ： 66 ，名 （55．9％）

ない ： 52 名 （44．1％）

女 ： 63名 （53．4％）

30 ｛
一
弋 ： 24 名　　（20．3％）

50 代 ：24 名 （20、3％）

島根 県 ； 7 名 （6％）

総合 学科 ： 11 名 （9．3％）

内訳 　 1年 以 上 ： 20 名 ，
1年未満 ：46 名

3．2 調 査方法

　2008 年 12 月 に 『高等学校 学習指導 要領 案 』が 発 表 され た の を受 けて 質 問紙調査 を計 画 し，

質問項 目の サ ン プ リ ン グを行 っ た 。 2009 年 5〜6 月 に か け て 数名 の 教師に予 備調 査 を行 い ，

修正 を加 えた 後 に 7 月 に 実施 した u 質問 は リサーチ ・ク エ ス チ ョ ン の   〜  に つ い て 4件 法

を用 い ，最後 に 自由記 述 の 欄 を設 けた。
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3．3 分析方法

　 リサ ーチ ・ク エ ス チ ョ ン の   〜  に つ い て は 4件 法 に よる度数分布 と平均値 をも とに 分析

した 。  に つ い て は SPSS 　 l　5．OJ　 for　Windows を用い て ク ラ ス ター分析 を，　 SPSS 　 18．Oj　 for

Windows を用い て x2 検定 と残差分析 を行 っ た 。

4 ．結果 と考察

4．1 教 師の 授 業 中の 英語 の発 話量

　授業中の 教師の 発 話の うち英語 が 占め る割合 を ， 0〜25°

／e ， 26〜50％ ， 51〜75 °

／・ ， 76〜 100％

の 4 件法で 尋ね た。回答の 混乱を避け る た め，直感で 答 える こ とと，教科書の 音読も含まれ

る こ とを明記 した。また ， 科 目に よる差 が想 定 され るの で ， 担 当科 目を総合 的 に見 た場 合 と ，

担 当科 目の うち英語 の 発話 量 の 最 も多 い 科 目の 場合 との 2 通 りの 回答 を求 めた 。

　結果 として は ， 授業 の 半分以 上 を英語で 行 っ て い る教師の 割合 は ， 担 当科 目を総合 的に 考

え る と 9．3％ で ，最も英語の 発話量が 多い 科 目で は 27％ で あ っ た （図 1 ）。また ，最も英語 の

発 話量 が 多い 科 目は，オ ーラル ・コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 1 （32 名）， リーデ ィ ン グ （25 名），英

語 1 （22 名），英語 ll （20 名） の 順 に多か っ た。ま た ，英 語 の 発 話 量 が 25％以 下，つ ま り授

業 の 大 半 を 日本 語で 行 っ て い る 教師 が 61．9％ もお り， しか も， 自分 の 担 当科 目の 中で 最 も英

語 の 発 話量 の 多 い 科 日に おい て も 40フ％ もい る とい う調査 結果 は，「授 業 は芙語 で 行 う」 こ と

が教室現場 とい か に か け離れ て い る か を表 して い る 。 前述 の 『平成 19 年度英語教育改善実

施状温 調査 結果』（文部科学省，2008）で は 教師の 英語使用の 少 な さが学校単位で 明 らか に さ

れ た が ，本調査 に よ っ て 教 師個人単位 で も実 証 され た こ とにな る。

O ％ 　 　 　 10 ％ 　 　 20 ％ 　 　 30 ％ 　 　 40Yn 　 　 50 ％ 　 　 60 ％ 　 　 70 ％ 　 　 80 ％ 　 　 90 ％ 　 　 100 ％

ttt｝iiiiilii］
左：カ、 ら 1　：0〜25％　　2　：25〜50％　　　3　．51〜75％

　 　 　 　 1

4 ； 76〜100％

図 1 教 師の 授 業 中の 英語 の発 話量 ．

4．2 英語で授業する ときの 困難点

　 「英語 で 授 業 を行 う自信 が な い 」 と答 え た 教師 が 半数 を超 え る 57．6％ もい た が ，最 も多 い

回 答 は 「生徒 の 反 応が よ くな い と雰 囲気 に負け て し ま い ，妥協 して つ い 日本語 を使 っ て し ま

う」 で あ り ，
4 分の 3 に あた る 75 ．5 °／・ の 教師が 英語 で 授 業す る とき の 困難点は 生徒の よ くな

い 反応 だ と思 っ て い る こ とが わ か っ た （表 L 図 2）。
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表 1

英語 で 授業す るときの 困難点

ア ン ケ
ー

ト項 目 1　 　 2　　 3 　　 4 　 　半 均

1 英語 で 授業を行 うや り方が わ か ら な い 。 64652142 、6

2　英語で 授業を行 う自信が な い 。 15　　　53　　　38　　　12　　2．4

3　 自分 の 英語が適切な もの か ど うか 自信がな い
。

19　　 52　　39 　　 8　　2．3

4 　授業中に臨機応変に適切 な英語 が 出 て こ な くて あせ っ て しま う。 21　　 55　　 37 　　　5　　 2．2

5 準備 して い て も授業で は緊張 して あ が っ て し ま う。 11　　 31　　 63　　　13　　2．7

6　生 徒が 理 解で き る レ ベ ル の 英語 で 話す の は 難 し い 。 14494872 ，4

　 生 徒 の 反応 が よ くな い と雰囲気 に負 け て しま い ，妥協 して つ い 日本

7 3｝ 582722 ．0
　 語 を使 っ て し ま う。

1 ： と て も あ て は ま る 　 2 ： や や あ て は ま る 　 3 ： あ ま り あ て は ま ら な い 　4 ：全 く あて は ま ら な い

図 2 英語で 授業す る ときの 困難点．

4．3 英語で授業する こ とに 対する賛成また は反対の 理 由に つ い て の 考え

　英語 で授業す る こ とに 対す る賛成理 由に つ い て の 考えで は ，8 割 を超え る教師が ，「教師が

英語 を 使 う こ とに よ っ て
，

生 徒 に と っ て 良き ロ
ー

ル ・モ デル を示 す こ と が で き」，
「授業で 英

語 を使 えば ， 生徒に少 しで も多 くの 英語 に触 れ る機 会 を提 供 で き」， 「授 業 を英 語 で行 うこ と

に よ っ て ， 教師 の 英語力 を鍛 える こ とが で きる」 と考 えて い るが，「授 業 を英 語 で行 うこ とに

よ っ て ，生 徒 の 英 語力 が伸 び る」 と考 え て い る教 師 は約 半数 の 534 ％ に減 り，「授 業 を英語 で

行 うこ と を生 徒が望 ん で お り，授 業 が楽 し い も の に な る 」 と考 えて い る 教師 は 更 に減 っ て

36 ．5％ し か い なか っ た （表 2
， 図 3）。こ の 結果 か ら も ，

「英 語 で 授 業す る こ と 」 が
一

つ の 理 想

とし て 形成 され た ビ リ
ー

フ で あ り，教師の 教室 で の 実践 に基づ い て 育ま れた もの で は な い こ

とがわ か る 。
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表 2

英語で 授業する こ とに 対する賛成意見 に つ いて の 考え

ア ン ケ
ー

ト項 口 1　 　 2　 　 3　 　 4 　 平 均

8　 教師が英語 を使 う こ と に よ っ て ，生徒に と っ て 良き ロ ・・一ル
・モ デ ル を示

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4 　　17　　58　　39　　3、1
　　す こ と が で きる。

9　 日 本 で は 日 常生活 で 英語 を使用 す る こ とが ほ とん どな い の で ，授 業で 英
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　 15　 61　　41　　3．2
　　語 を使え ば ，牛徒に 少 しで も多くの 英語に触れ る機会を提供で きる。

10　授 業を英語 で行 うこ とに よ っ て ， 生徒 の 英語 力が伸び る 。 6　　 49　　53　　10　　2．6

11 授業を英語 で 行 う こ とを生徒 が 望ん でお り，授 業が楽 しい も の に なる。　 18　 57　 39　 4　 2．2

12　授業を英語 で行 うこ と に よ っ て ，教師の 英語力 を鍛える こ とが で きる a 　 4　 13　 55　 46　 3．2

13　英語 の 授業 に 限 らず ，［外 国語 の 授 業 は ，当該外 国語 で 行 うべ きだ 1 と

　　思 う。
18　　47　 41　　12　　2．4

1 ：全 く そ う思 わ な い 　2 ： あ ま り そ う 思 わ な い 　3 ： やや そ う思 う　4 ： と て もそ う思 う

図 3 英語で 授業 する こ とに対す る賛成意 見 に つ い て の 考 え．

　ま た ，英語 で 授業す る こ と に対す る反対 意見 に つ い て の 考え で は
， 多項 日尺度 と し て ．ヒ記

の 4．2 項 と 4．3 項 の 結 果 を追認 する結 果を得た 。 すなわ ち ，
「授 業を英語 で 行 うほ ど英語運 用

能 力 に 自信 がない 」 と答 え た教師 が 半数 をや や下 回 る 42．4％ い た が
， 反 対 意見 の 最 大の もの

は 生徒 に 関す る も の で あ り，75．4％ の 教師 が 「英語 で 授業を した 場 合，生 徒が授業に つ い て

こ られ な い と思 うと不 安 だ」 と答 え ， 61．1％ が 「生徒が英 語 で 授業 を行 うこ と を望 ん で い な

い と思 う」 と答 え た。 ま た ，
一

般 的 に よ く 言われ て い る反 対理 由で あ る 「現行 の 大 学入 試 や

就 職試験には役 に 立 た な い 」 に対 して も，63．6％ の 教師が そ う思 っ て い る こ とが わ か っ た （表

3，図 4）。
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表 3

英語で 授 業する こ とに対する反対意 見につ い て の考え

ア ン ケー ト項 日 1　 　 2　 　 　 3　 　 4 　 　 平均

14　授 業 を英語 で 行 うほ ど英語 運用能 力に 白信が な い 。 10　　　40　　　54 　　　14　　 2．6

15　今 まで に英語で 授業を受 けた経験がな い の で難 しい 。 6　　　37　　　54　　　21　　 2．8

i6　今ま で に英語で 授業をす るた め の 研修 を受けた こ とが あ ま りな い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10　　　50　　　41　　　17　　 2．6
　　の で 難 し い 。

17　英語 で 授 業 を した場合 ， 生徒が授 業 に つ い て こ られ な い と思 うと

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 32　　　57　　　24　　　 5　　　2．0
　　不 安だ．

18　 生徒 が英 語 で 授業を行 うこ とを望 ん で い な い と思 う。 18　　　54 　　　40 　　　 6　　　2．3

19 授 業を英語 で 行 うこ との メ リ ッ トが 見出せ な い 。 5　　　 47　　　49　　　17　　　2．7

20　授 業を英語 で 行 うこ との メ リッ トよ り もデメ リ ッ トの 方 が大 き い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13465092 ．5
　 　 と思 う。

21　 現行 の 大学入試 や就職 試験 に は役 に立 たな い 。 18　　　57　　　37　　　6　　　23

］ ： とて も そ う思 う　 2 ： や や そ う思 う　 3 ： あ ま りそ う思 わ な い 　 4 ： 全 くそ う思 わ な い

4567890111111122

圏 1 とて もそ う思う

鬮 2 や や そう思 う

圃 3 あまりそ う思わ な い

es　4 全 くそ う思 わ な い

0％　　　10％　　20％　　30％　　40％　　50％　　60％　　70％　　80％　　90％　　100％

図 4 英語で授業する こ とに 対する反対意見に つ い て の 考え ．

4．4 英語 で 授 業す るための 効果的な 措置 に対す る考 え

　国内及 び 海外研 修で 自ら学ぶ ため の 措置 と ALT の 増員や教科書 ， 大学入 試 の 変革の よ うな

制 度的 な措 置 の 両方 に おい て 肯定 的な回答 が過 半数 を 占め た。す なわ ち ， 国 内で の 研修 に つ

い て は 71．1％が ，そ し て 校 内研修や地 区研修 な ど身近 な と こ ろ で の 研修 に つ い て は更 に 多い

83．1％が 肯定 して お り ， 措置 と して 教師が最も 望ん で い る こ とは 身近 な と こ ろ で の 研 修 で あ

る こ とが わ か っ た （表 4，図 5）。大学入試 の 変芦 に つ い て も 80．5％ とい う 2 番 日に 高い 肯 定

的回 答で あ り，そ の 約 半数に 当た る 41．5％が 強 く 肯定 し て い る と い う結果 を得た が ，こ れ は
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ア ン ケ
ー

トの 参加者 の 約 9 割が 普通科 の 教師で あ る こ と も大 き く関係 し て い る と思 われ る u

表 4

英語で 授業するための 効果的 な措置に つ いて の 考 え

ア ン ケ
ー

ト項 目 1　　 　2　 　　3　 　 4　 　 平均

22　教 育委員会 な どが 「授 業は 英語 で 行 うj た め の 研修 を t 催す る。　 10　 24　 60　 24　 2．8

23　教師 の 海外 研修 の 機 会 を増やす。 1　　　 27　　　51　　　39　　 3．1

24 　教員養成や教員免許 更新講習 で 「授業 は英 語 で 行 う」 こ とを前提

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 42454363 ．0
　 　 と し た カ リキ ュ ラム を組 む．

25　 ALT を増やす。 6　　　 42　　　48　　　22　　　2．7

26　教科書 を 「授業は 英語で 行 う」 こ と を 前提 と し た も の に変え る。 42463273 ．0

27　大 学入試 を 「授 業は英語 で 行 う」 こ とを反映す るもの に変え る。 3　　　 20　　　46　　　49　　 3．2

28 校内研 修や 地 区研 修な ど身近 な と こ ろ で 教員 が 研修 で き る よ うに

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4
　 　 す る。

16　　　65　　　33　　　3．1

1 ： 全 く あ て は ま らな い 　 2 ； あ ま りあ て は ま らな い 　 3 ： や や あ て は ま る　 4 　 とて もあ て は ま る

22

23

24

25

26

27

28

0％　　　10％　　20 ％　　30 ％　　40 ％　　 50％　　6e ％　　70 ％

囲 1 全 くあて は まら な い

［コ 2 あまりあて は まらな い

樋 3 や や あて は まる

1圉 4 とて もあ て は まる

80 ％　　 90％　　100 ％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．

一 一
図 5 英語で授業するため の効果的な措置 に つ い て の考え，

4．5 ク ラス ター分 析

　 ア ン ケ
ー

ト結果 を ク ラ ス タ
ー

分析 に か けた と こ ろ ， 3 ク ラ ス タ
ー

（Gl ，　 G2 ，
　 G3 ） を抽出 し

た （図 6 ）。それ ぞれ を英 語使 用志 向 lt位 グル ープ （G1 ），英 語使 用志 向 中位 グ ル ープ （G2），

英語使 用志 向 下位 グル
ー

プ （G3 ） と名 付 け た。
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4．5．1　 3 つ の グル
ープ の 特徴 （括弧内 の 数字は質問番号）

　   G1 （n − 29）： 英語使用志 向上位 グル ープ

　　　 ・英語 で 授業す る 自信が あ り （2），や り方 もわか っ て い る （D 。

　　　・芙語 で 授業 す る こ とによ っ て ，
生 徒 に とっ て 良き ロ ール ・モ デル を示す こ とが で き

　　　　 （8）， 生徒に少 しで も多 くの 英語 に触れ る機会 を提 供で き る と考 え て い る （9）。

　　　 ・英語 で 授 業す る こ とに よ っ て ，教 師 の 英語 力 を鍛 え る こ とが で きる と考 えて い る

　　　　 （12）。

　　　 ・全員 が 大学 入試 を 「授 業 は英 語で 行 う」 こ とを反 映 した もの に改善す るこ とを望ん

　　　　で い る （27）。

　   G3 （n ＝53）：　 英語使用志 向下位グル ープ

　　　 ・英語で 授 業す る 自信 が ない （2， 14）。

　　　 ・英語 で 授業す る こ とに よっ て ，生徒に と っ て 良き n ・一
ル ・モ デル を示す こ とが で き

　　　　 （8）， 生徒 に少 しで も多 くの 英語 に 触れ る機会を提供 で き る と考えて い る （9）。

　　　
・英語 で授 業す る こ とに よ っ て教師の 英語 力を鍛 える こ とがで きる とい う思 い は 強い

　 　 　　 （12）c

　　　 ・英語 で 授 業す るた め の 研修 （22，24）や海外研 修 （23）や ALT を増やす こ と （25）

　　　　を望 ん で い る。

　　　　これ らの G3 の 特徴 には非 常に興味深 い 点が 見 出せ る。す なわち ， 英 語使 用志 向下

　　　位 グル ープ なの で 当然な が ら英語 で授 業す る 自信が ない わ けで あ るが ， それ ゆえ に英

　　　語 で授 業す るた め の 研修 を Gl や G2 よ り も強 く希望 して い る 。 ま た ， 英語使用 志 向

　　　下 位 グル
ープで ある の に もか か わ らず，英語 で 授業す る こ とに よ っ て 生徒に と っ て 良

　　　き ロ
ー

ル ・モ デル を示 すこ とが で き，生 徒に 少 しで も多くの 英語 に触れ る機会を提供

　　　で き，教師の 英語力 も鍛え る こ とが で きる と い う回答 の
’

ド均値が G2 よ りも高 く，Gl

　 　 　に匹敵す るほ どで あ っ た。 こ れ は，英語 で 授業 を行 う自信 が ない が ゆ えに，「英語 で

　　　授業す る」 とい う理想 が ビ リーフ と して よ り強化 され たた め で あ る と考 え られ る。

　   G2 （n　
・・
　36）： 英語使用志 向中位 グル

ープ

　　　 ・英語で 授 業する 自信 やそ の 意義に つ い て ， 特 に 肯定 的で も否定的 で もな い
。 どち ら

　　　　 か とい うと無関心 と も と らえ られ る、
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　 1　　2　　3　　4　　5　　G　　7　　8　　9　 10　11　 12 　13 　14 　」5　16 　17　18 　19　2Q 　21　 22 　23 　24 　25 　26　27 　2B

図 6 ク ラ ス ター分析の 結 果 ．

4．5．2 英語使用 志 向上位 グル
ー プ （GI ） と英語圏滞在経 験 との 関係

　 英語 圏滞在経験あ り （66 人） の うち，1 年以 上 （20 人 ） の 分布 は ， G1 （ll 人 ），　 G2 （1

人），G3 （8 人 ）で あ る。　 x 　
2
検 定 と残差分析を行 っ た と こ ろ，　 G1 の 調整済み残差 は 35 とな

り 258 を超 えて い る の で ，Gl におけ る英 語圏滞在経験 1年 以 Lの 人数が 1％水準 で 有意に 多

い と言え る ．

45 、3 英語使用志向上 位グル
ー プ （G1） と英語の 発話量 との 関係

　半 分以 上 英語 を用 い て い る教師 （全担 当科 E ： 11 人 ，最 も英語 の 発 話量 の 多 い 科 日 ： 32

人）の うち ， それぞれ 9 人 と 15 人 が Gl で あ る。　x2 検定 と残 差分析を行 っ た と こ ろ，　 Gl の 調

整済 み残差 は全担当科 目で 4．6，最も英 語の 発話量の 多い 科 目で 3．4 となり，Gl にお け る授

業で の 英語 の 発 話 量が 半分以 上 の 人 数 が 1％水準 で 有意に 多い と言 え る 。
し か し

，
Gl の 中に

，

英語 の 発話量が 0〜25％ の 教師が存在す る （全 担 当科 日 ： 10 人 ，最 も英語の 発 話量 の 多い 科

目 16 人 ） こ と も事実 で あ る 。
こ れ は 笹島ほ か （2009） が指摘す る よ うに 教師 の 実践 と ビ リ

ー
フ が

一
致 しな い 実例の

一
つ で あ り，学校や授業に 存在す る要因で ，教師が 自身の コ ン ト ロ

ー
ル の 範囲 を超 えた外 部 の 力 と して 感 じる社会 的心 理 的な環境要 因が 存在 し，そ れ らが 教 え

る こ とに影 響を 与えて い る結果 で ある と考 え られ る。本調 査 で は，社会 的 な環 境要 因 と して

は学校 と して の 組 織的な大学入試対策 を求め られ て い る こ とが ，心理 的な環境要因 と して は

生 徒が授 業に つ い て こ られ な い こ とへ の 不 安や 生徒が英 語 で の 授 業を望 ん で い な い と い う思

い な どの 生徒 に 関す る要 因が そ の 大 きな もの で あ る こ とが わか っ た。

4．6 自由記述 分析

　 本調査 は，「授 業 は英語 で 行 うこ とを基本 とす る」 と発 表 され た約 半年 後の ，まだ その 詳細
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が説明 され て い ない 時期 に行 っ た の で ， 自由記述の 内容 は多岐に渡 っ た 。 最 も共通す る内容

は 「すべ て を英語 で行 うこ とは無理 で あ る」 「文法の 説 明な どは 日本 語で す べ きで あ る」 とい

う趣 旨の 意 見 で あ っ た （16件）。 中に は ，
「い っ そ の こ と ネイ テ ィ ブ が授業 して は ど うか」 （3

名）の よ うな感情 的な極論 もあ っ た 。
「英語で 授 業がで きれ ば理 想 だ と思 うが ，現状で は 難 し

い 」 （4 名）の よ うに ビ リ
ー

フ と実態の 差を認識 した 上で の 記 述も見 られ ，難 し い 理 由 として

は 教材や研修 を含む 教育環境 が整 っ て い ない こ と，校種や ク ラ ス 実態が 多様 で 生徒の 個人差

が大 き い た め に
一

律に 対応 で きな い こ と
， 英語 の 教員間 の 意識統

一
が 必 要 で あ る こ とが 挙 げ

られ て い た。大学入 試 に関す る記 述 （「受験準備 に支 障 をきたす の で はない か と不安だ 」 「大

学入試 を変えて ほ し い 」） も 2 件 あ っ た 。

　 また ， 英語使 用志 向 ヒ位 ， 中位 ， 下位 の 各 グル ー プで ， 自由記 述 の 中に何 らか の 共通 点 や

課題 は 見 出せ な か っ た。

5 ．ま とめ と今後の 課題

　今回 の 質問紙調査 は ，回答 者数 の 不 卜分 さ （118名 ），地域 ・校種 の 偏 り （広 島県の 公立 の

普通科が 中心 ），質問項 目の 数 と内容 の 精査不 足 な どに よ り，
一

般化 す るには危 険性 が ある 。

しか し，先 行研 究 と同様 に 口本 で は授 業 を英語 で行 うこ とが現 時点 で あ ま り行 われ て い ない

こ とを学校 単位で は な く ， 教 師個 人の 単位で も追認 で き る結果を得 る こ とがで きた 。

　そ して ， 授 業を英語 で行 うこ とが あま り行われ て い な い 状況 の 中で も，約 8 割の 教師が 英

語 を使 うこ とに よ っ て ，生徒に とっ て 良きロ
ー

ル ・モ デ ル を示す こ とが で きる と考え，生徒

に少 しで も多 くの 英語 に触れ る機会を提供 で き，教師の 英 語力 を鍛 え る こ とが で きる と考 え

て い る こ とが わ か っ た。 つ ま り，本調 査 にお い て 「英語 で 授 業す る こ と」 は 「べ き論」 とし

て 教師にな る前後 に ビ リーフ と して形 成 され た もの で あ り， 教師 の 実践 に よ っ て裏付 け され

た もの で は ない とい うこ とが実証 され た。そ して ，英語 使用 志 向が強い 教師 は そ うで ない 教

師 に 比 べ て 英語圏滞在経 験 1 年以上 の 割合が 多 く ， ま た ， 授 業で 半分以 上 英語 を用 い る割合

も多い とい う結果は予想 通 りの もの で あ っ たが，英語使用志 向が強い 教師の 中に 授業で の 英

語 の 発話量 が 0〜25％ の 教師が 相当数 （29 名 中 10名）存在 し て い るこ と も明 らか に な っ た。

そ の よ うな教師に焦 点 を当て て 「英語で 授業す る」 と い うビ リ
ー

フ とその 実践 を隔 て る要 因

を更に 詳細に調 査す る こ とが 今後 の 課題 と し て 残 され た
。

　また，61％ の 教師は英語 で の 授 業を生徒 が望 ん で い るとは考 えて お らず ，75％ の 教師が生

徒が 授業に つ い て こ られ ない とい う不 安を感 じて お り ， 生徒 の 反応 がよ くな い と妥協 して 日

本語 を使 っ て しま う傾 向が あ る こ と もわ か っ た 。
つ ま り，授業 を英 語で 行 うときの 教 師の 最

大 の 関心事 は 生徒の 反 応 で あ り，今 まで 英語 で 行 っ た経 験 が あま りな い た め に不安が 先立 ち，

実 際に 英語 で 授業 し て み て
，

生 徒が わ か る範囲 の 英 語 を使 う工 夫 を し て い くとい う次の 段 階

に踏み出せ ない で い る と い う
一

般 的な教師像 が浮 か び 上 が っ て きた v そ こ で ，少数派 で あ る

授業 を英語 で 行 っ て い る教師 に も焦点 を当て て ，英 語 で 授 業す る こ とに 関す る教 師認知 と教
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室 で 生徒 を相手 に した ときの 実際 の 行動 と の 関係 を明 らか に して い くこ と も今後の 課題の
…

っ で ある。それ に 関連 して ，今回 の 向由記述に お い て 英語使用志 向上位 グル
ープ （Gl ）に属

し授 業 で も半分 以上 英語 を用 い て い る教師 が ，「英語 の 授業 を英語 で 行 うこ とに慣れ る こ とが

人 切だ と思 い ます。生徒 へ の 説 明 も回数 をこ なす に つ れ て よ り明確 にな り， 生徒 も英語 へ の

抵 抗感 がな くな る と思い ます 。 」 と述 べ て い た 。 英語 で の授 業に教師が慣れ る まで に どの 程度

の 期間や 英語使用量 ，或い は 他の 要素が必 要で あ る の か ，また ，教師が慣れ れ ば生徒 も慣れ

るの か ，生 徒 の 方が 早 く慣れ る とい うこ とはあ る の か とい うこ とも興 昧深 い 課題 で あ る fi

　最後に今後 の 研 究にお け る注意点 を再度指摘 して お く。質問紙調 査は回答が 単純 で 表面 的

に な りが ちで あ り，問題 を深 く追及 す る の に は 不 向き と言 われ て お り （ドル ニ ェ イ ， 2006），

Borg （2006＞もア ン ケ
ー

ト調査で は 正 確に 教師認知 を把握す る こ とは 困難で あ る と して い る。

した が っ て ，質問紙調査実施後に イ ン タ ビ ュ
ー

（半構造化面接）や授業観察等の 適切 な調査

方法に よ っ て 追跡調 査 を行 うこ とが 必 要で あ る。そ の 際に も，教師 と い う公 共性 の 高い 専門

職 にお い て は社 会的 の ぞ ま し さに よる バ イア ス と自己欺 瞞 の た めに本 当の こ とを答 え ない 傾

向 が見 られ るこ とは十分 想定 で きるの で ， 教師認 知研 究に 内在す る こ れ らの 困難 点を十分考

慮 した kで 今後の 研 究 を進 め て い く必 要 が ある 。

注

1　 厂英語 に 関す る各科 目に っ い て は ，そ の 特質に か ん がみ ，生徒が英語に触れ る機会を充実

　 す る と と もに ，授業 を実際の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 場面 とす るた め ，授業は英語で 行 うこ

　 とを基本 とす る。そ の 際，生徒 の 理解 の 程度に応 じた英 語 を用 い る よ う十分配 慮す る。」

　　（『高等学佼学習指 導要領』第 3 款．4．pp．115−II6）

2　本調 査 の 約 1年 後 に発 行 され た 『高等学校 学習指導 要領解説 外国語編 英語 編』 （文部 科学

　 省 ，　2010，　pp．50−51） に は ，次 の よ うに説 明 され て い る。

　　 「授 業は芙語 で 行 うこ とを基 本 とす る」 こ ととは ， 教師が授 業を英語 で 行 うと ともに ， 生

　 徒 も授 業の 中で で き るだ け多 く英語 を使用す る こ とに よ り，英語 に よる言語活動を行 うこ

　 とを授業の 中心 とす る こ とで あ る 。 （中略） こ の よ うに ，本規定は ，生 徒が 英語 に触 れ る

　 機会を 充実す る と と もに ，授業 を実 際の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 場面 とす るた め ，授 業 を英

　 語 で 行 う こ と の 重 要性 を強 調 す る も の で あ る 。 しか し ， 授業 の す べ て を必 ず英 語 で 行 わ な

　 けれ ばな らない とい うこ とを意味 す る もの で は ない
。 英 語 に よる言語 活動 を行 うこ とが授

　 業 の 中心 とな っ て い れ ば，必 要 に応 じ て ，日本語 を 交 えて 授業を行 うこ と も考え られ る も

　 の で あ る 。 」

3　 中で も朝 目新 聞 は批 判的 な 立場 で 記 事を載せ て お り，「英語 ，話せ ば 分 か る ？ 」 「英 語 で 授

　 業 ＿really ？」 （2008 年 】2 月 230 ） の 見 出 しか ら も推測 で き る よ うに ，教室現場 の 不安や

　 混 乱を前面 に 出 した形 で 取 り上げた 。

4　 「ビ リ
ー

フ （bclief）1 の 定義 に っ い て は あい ま い な時期 もあ っ た が ，　Batsurken　et　al．（2004 ）
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は 「教師が 『こ うすべ きだ』『適切 な事例だ』『好ま し い 』な ど と評価 し て ， 自身 の 考え
，

思考 ， 知識 に つ い て述 べ る こ と」 と定義 して い る ．
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